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１ はじめに 
著者が所属する新潟県立大学（以降、「本学」と
称す）では、英語をはじめとした語学に力を入れて
おり、これを学ぶために入学してくる学生も少なく
ない。また大学では、単に語学を教えるだけではな
く、その国の文化なども総合的に学べるようになっ
ており、多様な文化を理解し共生できる学生を育
成している。これにより、世界に目を向け、地域を
考える広い教養を身に付けた学生が育成されてい
る。しかし、語学を専門で学習する、いわゆる外国
語学部ではないため、卒業後、通訳者や翻訳家な
ど、語学を武器に活躍する学生はあまり多くはなく、
せっかく勉強した語学などの教養を活かせない場
合も少なくない。 
そこで、大学時代に修得した語学などの教養を、
卒業後のキャリアの一部として活かすことができる
ようにするための試みを行ったので、本稿にて報告
する。 
近年、多くの海外からの旅行者（インバウンダー）
が日本を訪れており、各地域では海外向けの Web
サイトや観光ガイドなどを発行してこれに応えようと
している。しかし、伝えたい内容がうまく表現されて
いなかったり、各地域が紹介したい内容とインバウ
ンダーが見たい内容がミスマッチとなったりして、イ
ンバウンダーの需要に十分に応えていない場合も
ある。更に、海外で発行されている日本の地域を
紹介したガイドブックの中には、内容に対する誤解
から、誤った紹介がなされているものもある。これに
は以下の 2 つの要因が考えられる。 
（要因 1）日本の各地域では、地域を海外に紹介す
る際に、自らの文化や特色を正しく把握しているが
相手（インバウンダー）の文化を十分に把握してい
ないため、適切なネイティブ表現を用いることがで
きない。 
（要因 2）海外の観光ガイドででは、適切なネイティ
ブ表現を用いることはできるが、地域の文化や特
色などを十分に把握していない。 
これらを解決するためには、各地域とインバウン
ダーの両方の文化を正しく把握して、適切なネイテ
ィブ表現で紹介できる人材が必要になると考えら
れる。 
上記のような状況において、インバウンダー向け
の観光においては、本学の学生（国際地域学部）
は、語学や文化を中心とする国際的な教養を身に
付け、地域のことを考えることができるため、本学で
学習した教養をキャリアとして生かすことができるも
のと考えた。 
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具体的な方法としては、語学などの教養を活か
すためには、語学や文化を理解しているだけでは
なく、地域を紹介するための Web サイトやパンフレ
ットの作成など、これを実際に具現化するための道
具が必要となる。そこで本研究では、学生が修得し
ている上記の教養に情報技術をプラスすることによ
って、キャリアとして活かすことができる道筋を示す
ための授業モジュールを設計し実践した。以降で、
具体的な内容について述べる。 
２ 授業 
２－１ 目的 
本講座の目的は、語学を中心とした国際的な多
文化理解と地域の文化や特色などの地域理解な
どの教養を身に付けた学生に情報技術を提供す
ることによって、上記の教養を有機的に結合して、
就職など将来の進路のキャリアとして活かすことが
できるようにするための演習を行うことである。 
２－２ 基本的な履修モジュール 
本講座は、今まで学習した教養を将来に向けた
キャリアの一環に組み込むための総合演習となる
ため、卒業研究にて実践している。本講座は、観
光・旅行業を対象としたモジュール（仮に観光・旅
行業モジュール）の最終の仕上げ段階となる。ここ
で、モジュールとは、複数のテーマ的関連性のある
講義やゼミナール、演習などの授業からなる履修
単位であり[1]、1980 年代ごろから欧米諸国で進め
られてきた、従来のような長く柔軟性に欠けるタイ
プのコースを解体し、より短い履修単位に組み替
えたものである[2]。本モジュールにて想定される将
来のキャリアは、観光や旅行業など地域を広く世界
に紹介する職業である。具体的には、都道府県や
市町村などの観光課や観光協会、JTB や近畿日
本ツーリスト、日本旅行といった旅行会社、地域に
関する Web やパンフレットの制作会社などである。 
本講座を効果的に履修するめには、前もってい
くつかの要素（科目）を履修していることが必要で
あると考えられる。つまり、それらの科目群を合わ
せて観光・旅行業モジュールが形成される。 
以下で、観光・旅行業モジュールを形成する５つ
の科目群を示す（図１）。 
①新潟学など地域の文化や特色を理解するため
の科目群（地域理解科目群）…新潟学など 
②国際的教養を修得する科目群（国際理解科目
群）…国際学、文明と文化、人間社会理解など 
③多文化理解など国際的な視野で文化を比較し
て評価する力を修得する科目群（多文化理解科目
群）…文化人類学など 
④英語やロシア語、中国語、韓国語などの語学を
修得する科目群（言語学習科目群）…英語、ロシ
ア語、中国語、韓国語関連科目 
⑤情報に関する基本的な理解と技能を修得する科
目群（基礎情報科目群）…情報リテラシー、DTP・
マルチメディア演習、ネットワークプレゼンテーショ
ン概論など 
 
上記を履修した上で、インバウンダーに向けた地
域の紹介という目標に向かっての演習を行う。これ
により、旅行業や観光業、公共の観光関連部門に
就職するためのキャリアの形成が期待できる。 
 
※上記の履修モジュールに加えて、短期、中期、
長期の留学やフィールドワークの経験などがあれ
ば、更に深い演習ができるものと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．本講座の履修モジュール 
 
 
２－３ 実践例 
 本講座は、今年度も含めると既に３年間の実施
実績をもっている。本項では、その実施結果を紹
介する。 
（１）2014年度の実施結果 
2014 年度は、本講座の主旨（インバウンダーへ
向けの観光資源の発掘）を明確に示して卒業研究
を実施した初めての年であった。 
上記の主旨のもと、この年卒業研究を希望した
学生は、韓国語コースの学生であったため、韓国
人向けに新潟を紹介する Web サイトの作成をメイ
ンテーマとして卒業研究を実施した。 
・実施内容（概要） 
 実施内容としては、学生自身が、韓国に旅行した
経験があり、その際に必要と思われた項目を、逆に
韓国人が日本に旅行する際にも必要ではないかと
仮定して項目を選定し、これに基づいて（韓国語で
の）Web サイトの作成を行った。 
 対象は新潟市内とし、必要と考えた項目は、「韓
国語が話せる従業員がいるホテル」や「お勧めの
飲食店の位置情報や開店時間（含休日）」などで
ある。位置情報の提示には Google Map[3]を活用
して、どこにどのような店があるかを一目で検索で
きるようにした。そこに付随的に開店時間や休日な
どの情報を付加した。また、韓国語が話せる従業
員がいるホテルは、一軒一軒電話を掛けることによ
って情報を得た。 
・実施結果（含課題など） 
 上記を実施した結果、新潟市内を紹介する韓国
からの観光客向けのWeb サイトを完成することがで
きた。前述の通り、韓国語コースの学生であったた
め、修得した韓国語のスキルや韓国の文化などの
知見を総合的に活かすことができ、今後のキャリア
形成に繋がったものと考えられる。しかし一方で、
選定した項目の有効性など、韓国人から作成した
Web サイトの評価を得ることができず、この点が今
後の課題として残った。 
（２）2015年度の実施結果 
2015 年度は、上記の主旨で卒業研究を実施す
る 2 年目となった。この年卒業研究を希望した学生
はロシア語コースに所属していたため、ロシア人向
けの観光案内を作成することとした。対象は、主に
新潟市内とした。 
・実施内容（概要） 
 2014 年度の実施結果を踏まえ、ロシア人の意見
を取り入れる形での観光案内の作成を目指した。
具体的には、Twitter[4]や Instagram[5]といった
SNS を利用して、ロシア語での書き込みを分析す
ることによって、場所や食べ物などどのような観光
資源に興味を持っているのかを見出すようにした。
これは、ロシア語の知識を有する人にしかできない
ことであり、学生も自分が今まで学んできたロシア
語やロシア文化の知識を十分に活かすことができ
ると考えた。 
 ここで、主に新潟市内と考えたが、新潟に関する
書き込みが思いのほか少なく、分析には不十分で
あったため、まずは書き込みの多い地域、具体的
には東京について以下の手順で分析を行った。 
1) Twitter や Instagram の東京に関する書き込みの
位置情報を得る 
2) 位置情報をまとめて、地図上にプロットする 
具体的には、Tree-Maps[6]や Geocoding and 
Mapping[7]などのサイトに SNS の緯度や経度の位
置情報を入力してプロットし、ロシア人観光客が多
く訪問している場所を分析する 
3) 多く訪れている場所の分析 
 2)でプロットした場所に関する書き込みを分析し
て、その場所を訪れている理由を考察する 
・実施結果（含課題など） 
上記のステップで東京の観光資源の分析を行っ
たところ、東京駅周辺や新宿、渋谷に加えて、上野
やお台場などへ多くのロシア人観光客が足を延ば
していることが分かった。 
その理由として、東京駅周辺は成田空港からの
アクセスの良さに加えて、日本の宮殿として皇居へ
の興味が高く、最寄り駅である東京駅へ向かう観
光客が多いということが、書き込みなどを分析した
結果、分かった。また渋谷については、飲食店が
多いため、入り口に展示されている食品サンプル
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具体的な方法としては、語学などの教養を活か
すためには、語学や文化を理解しているだけでは
なく、地域を紹介するための Web サイトやパンフレ
ットの作成など、これを実際に具現化するための道
具が必要となる。そこで本研究では、学生が修得し
ている上記の教養に情報技術をプラスすることによ
って、キャリアとして活かすことができる道筋を示す
ための授業モジュールを設計し実践した。以降で、
具体的な内容について述べる。 
２ 授業 
２－１ 目的 
本講座の目的は、語学を中心とした国際的な多
文化理解と地域の文化や特色などの地域理解な
どの教養を身に付けた学生に情報技術を提供す
ることによって、上記の教養を有機的に結合して、
就職など将来の進路のキャリアとして活かすことが
できるようにするための演習を行うことである。 
２－２ 基本的な履修モジュール 
本講座は、今まで学習した教養を将来に向けた
キャリアの一環に組み込むための総合演習となる
ため、卒業研究にて実践している。本講座は、観
光・旅行業を対象としたモジュール（仮に観光・旅
行業モジュール）の最終の仕上げ段階となる。ここ
で、モジュールとは、複数のテーマ的関連性のある
講義やゼミナール、演習などの授業からなる履修
単位であり[1]、1980 年代ごろから欧米諸国で進め
られてきた、従来のような長く柔軟性に欠けるタイ
プのコースを解体し、より短い履修単位に組み替
えたものである[2]。本モジュールにて想定される将
来のキャリアは、観光や旅行業など地域を広く世界
に紹介する職業である。具体的には、都道府県や
市町村などの観光課や観光協会、JTB や近畿日
本ツーリスト、日本旅行といった旅行会社、地域に
関する Web やパンフレットの制作会社などである。 
本講座を効果的に履修するめには、前もってい
くつかの要素（科目）を履修していることが必要で
あると考えられる。つまり、それらの科目群を合わ
せて観光・旅行業モジュールが形成される。 
以下で、観光・旅行業モジュールを形成する５つ
の科目群を示す（図１）。 
①新潟学など地域の文化や特色を理解するため
の科目群（地域理解科目群）…新潟学など 
②国際的教養を修得する科目群（国際理解科目
群）…国際学、文明と文化、人間社会理解など 
③多文化理解など国際的な視野で文化を比較し
て評価する力を修得する科目群（多文化理解科目
群）…文化人類学など 
④英語やロシア語、中国語、韓国語などの語学を
修得する科目群（言語学習科目群）…英語、ロシ
ア語、中国語、韓国語関連科目 
⑤情報に関する基本的な理解と技能を修得する科
目群（基礎情報科目群）…情報リテラシー、DTP・
マルチメディア演習、ネットワークプレゼンテーショ
ン概論など 
 
上記を履修した上で、インバウンダーに向けた地
域の紹介という目標に向かっての演習を行う。これ
により、旅行業や観光業、公共の観光関連部門に
就職するためのキャリアの形成が期待できる。 
 
※上記の履修モジュールに加えて、短期、中期、
長期の留学やフィールドワークの経験などがあれ
ば、更に深い演習ができるものと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．本講座の履修モジュール 
 
 
２－３ 実践例 
 本講座は、今年度も含めると既に３年間の実施
実績をもっている。本項では、その実施結果を紹
介する。 
（１）2014年度の実施結果 
2014 年度は、本講座の主旨（インバウンダーへ
向けの観光資源の発掘）を明確に示して卒業研究
を実施した初めての年であった。 
上記の主旨のもと、この年卒業研究を希望した
学生は、韓国語コースの学生であったため、韓国
人向けに新潟を紹介する Web サイトの作成をメイ
ンテーマとして卒業研究を実施した。 
・実施内容（概要） 
 実施内容としては、学生自身が、韓国に旅行した
経験があり、その際に必要と思われた項目を、逆に
韓国人が日本に旅行する際にも必要ではないかと
仮定して項目を選定し、これに基づいて（韓国語で
の）Web サイトの作成を行った。 
 対象は新潟市内とし、必要と考えた項目は、「韓
国語が話せる従業員がいるホテル」や「お勧めの
飲食店の位置情報や開店時間（含休日）」などで
ある。位置情報の提示には Google Map[3]を活用
して、どこにどのような店があるかを一目で検索で
きるようにした。そこに付随的に開店時間や休日な
どの情報を付加した。また、韓国語が話せる従業
員がいるホテルは、一軒一軒電話を掛けることによ
って情報を得た。 
・実施結果（含課題など） 
 上記を実施した結果、新潟市内を紹介する韓国
からの観光客向けのWeb サイトを完成することがで
きた。前述の通り、韓国語コースの学生であったた
め、修得した韓国語のスキルや韓国の文化などの
知見を総合的に活かすことができ、今後のキャリア
形成に繋がったものと考えられる。しかし一方で、
選定した項目の有効性など、韓国人から作成した
Web サイトの評価を得ることができず、この点が今
後の課題として残った。 
（２）2015年度の実施結果 
2015 年度は、上記の主旨で卒業研究を実施す
る 2 年目となった。この年卒業研究を希望した学生
はロシア語コースに所属していたため、ロシア人向
けの観光案内を作成することとした。対象は、主に
新潟市内とした。 
・実施内容（概要） 
 2014 年度の実施結果を踏まえ、ロシア人の意見
を取り入れる形での観光案内の作成を目指した。
具体的には、Twitter[4]や Instagram[5]といった
SNS を利用して、ロシア語での書き込みを分析す
ることによって、場所や食べ物などどのような観光
資源に興味を持っているのかを見出すようにした。
これは、ロシア語の知識を有する人にしかできない
ことであり、学生も自分が今まで学んできたロシア
語やロシア文化の知識を十分に活かすことができ
ると考えた。 
 ここで、主に新潟市内と考えたが、新潟に関する
書き込みが思いのほか少なく、分析には不十分で
あったため、まずは書き込みの多い地域、具体的
には東京について以下の手順で分析を行った。 
1) Twitter や Instagram の東京に関する書き込みの
位置情報を得る 
2) 位置情報をまとめて、地図上にプロットする 
具体的には、Tree-Maps[6]や Geocoding and 
Mapping[7]などのサイトに SNS の緯度や経度の位
置情報を入力してプロットし、ロシア人観光客が多
く訪問している場所を分析する 
3) 多く訪れている場所の分析 
 2)でプロットした場所に関する書き込みを分析し
て、その場所を訪れている理由を考察する 
・実施結果（含課題など） 
上記のステップで東京の観光資源の分析を行っ
たところ、東京駅周辺や新宿、渋谷に加えて、上野
やお台場などへ多くのロシア人観光客が足を延ば
していることが分かった。 
その理由として、東京駅周辺は成田空港からの
アクセスの良さに加えて、日本の宮殿として皇居へ
の興味が高く、最寄り駅である東京駅へ向かう観
光客が多いということが、書き込みなどを分析した
結果、分かった。また渋谷については、飲食店が
多いため、入り口に展示されている食品サンプル
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が多くあり、それを見に訪れるロシア人観光客が多
く、日本人が渋谷を訪れるのとは異なった理由であ
ることが分かった。更に、上野には日本の文化であ
る花見を体験するために、また、お台場には、宇宙
産業が盛んなロシアと関係が深い機体系アニメで
あるガンダムの実物大像が展示されているため訪
れる観光客が多いことが分かった。新宿について
は、交通の便がよく、観光の拠点として宿泊するた
めに訪れる観光客が多いということも合わせて分か
った。 
新潟においては書き込みなどの情報が少ないた
め、上記の分析に加えて、類似の各市町村のイン
バウンダーに向けた取り組みを参考にすることとし
た。具体的には、新潟市には月岡温泉という広く知
られた温泉地があるが、他の市町村の温泉地、具
体的には関東の草津温泉と関西の有馬温泉の取
り組みを参考に、ロシア人向けの観光マップを作
成した。その際、足湯や食事処、おみやげやさん
などロシア人が興味を持つであろうスポットを中心
に観光マップを作成した。 
また、2014 年度において、作成した Web サイト
の評価を行うことが課題となったが、それを改善す
るため、2015 年度においては、7 月に新潟人間生
活学会第 6 回学術大会での発表を行い[8]、参加
者から意見を得て適宜改善を図った。 
このようにロシア語コースの学生が、今まで学ん
できたロシア語やロシア文化に関する知識を活か
すことによって、今後のキャリア形成を行うことがで
きたと考えられる。一方で、作成した観光案内につ
いて、項目については書き込みや他の市町村のも
のを参考にして必要性のあるものを選択できたが、
実際に作成された観光案内がロシア人にとって使
いやすいがどうかについて、ロシア人からの評価を
得ることはできなかったので、この点が今後の課題
となった。 
（３）2016年度の実施経過 
過去 2 年間の実施経験を踏まえて今年度（2016
年度）は、以下の計画の元、講座を実施している。 
・対象（インバウンダー） 
 今年度（2016 年度）は、卒業研究の学生が比較
文化コースであったため、対象となるインバウンダ
ーを欧米に絞り、研究を行うこととした。 
・実施計画 
1) 対象地域の選定 
学生との話し合いの結果、今年度（2016 年度）
は、新潟県が世界遺産登録に力を入れている「佐
渡」を対象とした。また、（北陸）新幹線の開通など
で近年多くのインバウンダーから注目を集められて
いる場所のひとつである「金沢」について分析を行
った。 
2) 対象地域の分析 
Trip Advisor[9]などのインバウンダーが用いるこ
とが多い旅行関連サイトを用いて、対象地域の分
析を行った。 
Trip Advisor には、対象地域のユーザによる（総
合）評価が 5 段階で示されている他、家族旅行や
一人旅、友達との旅行など旅行者のタイプ別の 5
段階評価、春夏秋冬の季節別の 5 段階評価が示
されている。 
3) 書き込みの分析 
Trip Advisor などの旅行関連サイトの書き込み
について、テキストマイニングを行い、詳しく分析を
行った。 
Trip Advisor には、上記で示したタイプ別、季節
別、5 段階の評価別で書き込みを見ることができる
ため、高い評価や低い評価を得た理由を分析する
ことができ、現在の注目点や今後の改善点などを
考察することができる。 
4) ガイドブックの分析 
インバウンダーがよく用いるガイドブックを、英語
ネイティブの教員などから教えてもらい、対象地域
を紹介する文章を分析した。 
具体的には、以下の 3 つのガイドブックを対象と
した。 
・Forder’s JAPAN[10] 
・Lonely Planet JAPAN[11] 
・Michelin JAPAN[12] 
文章を分析する上で、文脈や英語表現などに注
目して、対象地域について海外の人はどのように
感じているのかについても分析を行った。これがど
 
 
のように 3)の書き込みや 2)の結果に影響を与えて
いるのかについても合わせて分析した。 
5) 日本で作成されたインバウンダー向け観光サイ
トの分析 
各都道府県や市町村の観光協会などが運営す
る観光サイトといった日本で作成されたインバウン
ダー向けの観光サイトの分析を行った。 
何を伝えるためにどのような表現を用いているの
かや文脈表現などについて分析を進めた。 
6) 日本人向けガイドブックや Web サイトの分析 
対象地域の日本人観光客向けのガイドブックや
Web サイトなどの分析を行った。 
対象地域がどのような場所を勧めているのかや
名物、おみやげなどについて分析した。 
7) 海外のサイトやガイドブックと日本のサイトの比
較検討 
  6)の日本のサイトやガイドブックなどで紹介され
ている内容と海外のサイトやガイドブックなどで紹
介されている内容を比較検討した。これにより、地
元が紹介したい内容とインバウンダーが興味を持
っている内容の間にギャップがないかどうか、また
ギャップがある場合には、どのように改善するかに
ついての検討を行った。 
8) 提案など 
7)での分析及び検討の結果を踏まえて、対象地
域をインバンダーにとって魅力的にするための改
善点を示したり、現在注目されている理由などを認
識してより魅力を紹介できるようにしたりするための
提案を検討した。 
 上記の計画による分析及び提案により現実味を
付加するため、今年度（2016 年度）は、2 度のフィ
ールドワークを行った。一度目は春に実施したが、
概要分析を踏まえてインバウンダー向けの観光計
画を建てる上での下見という立場からのフィールド
ワークとした。二度目は、夏に実施した。一度目の
フィールドワーク後、建てた計画について、英語ネ
イティブからの意見をもらった上で、改善を加え、
最終確認の意味で実施した。 
・実施結果と今後の予定 
上記の計画（1）～8)）のもと卒業研究を実施して
いる。卒業研究は 2016 年 4 月からであるが、既に
プレゼミにて昨年度（2015 年度）から上記の計画を
進めている。以下にその具体的な実施経過を示
す。 
2015 年 4 月 プレゼミ開始 
 対象地域の選定や旅行サイトの分析など 
2015 年 12 月 学会発表 1 
 国際地域研究学会第 6 回研究大会にて「旅行サ
イト」の分析などに関する発表を行い[13]、意見を
得た 
2016 年 3 月 第 1 回フィールドワーク（佐渡） 
 今までの検討結果を踏まえて、インバウンダー向
けの観光コースを設定し、現地にて実際に状況を
確認した 
2016 年 4 月 卒業研究開始 
 2016 年 3 月の第 1 回フィールドワークの実施結
果を踏まえて、観光コースなどの改善を図った。ま
た観光コースについて、英語ネイティブの教員から
意見を得た。 
2016 年 7 月 学会発表 2 
 新潟人間生活学会第 7 回研究大会にて、英語ネ
イティブの教員からの意見を踏まえて改善を加え
た観光コースについて発表を行い[14]、参加者か
らの意見を得た 
2016 年 9 月 第 2 回フィールドワーク 
 学会発表での意見などを踏まえて、観光コース
に改善を加え、現地を訪れ、最終案の確認を行っ
た。また、飲食や観光など有用な観光資源につい
て個別に確認を行った。 
2016 年 12 月 学会発表 3（予定） 
 学会発表やフィールドワークなどの結果を踏まえ、
更に付加すべき飲食や観光などの有用な観光資
源についての発表を行う[15]。また、観光客にとっ
て重要な要素となる交通システムについての提案
も行い[16]、それぞれ参加者からの意見を得る予
定である。 
2016 年 1 月 まとめ（予定） 
今までの研究の成果を卒業論文にまとめ、卒業
研究発表会にて発表を行う。これにより、学生自身
が今まで行ってきた研究を振り返ることができ、また
将来も、大学時代に行った研究について確認する
ことができることと期待される。 
今後の課題…2014 年度からの課題（評価）の解決 
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 今年度（2016 年度）は、観光資源の発掘や観光
コースの提案を行い、学会で発表するなどして学
会参加者からの評価を得るよう努めた。また、作成
した観光コースに対して英語ネイティブの教員から
の評価を得るなどしたが、実際に日本を訪れようと
しているインバウンダーからの評価を得ることはで
きなかった。この点で、評価としては不十分である
と考えられるので、今後、インバウンダーから評価
を得る方法について検討する必要がある。 
３ まとめ 
本稿では、大学において学んだ語学や異文化
理解などの知識を今後のキャリアに活かすための
授業について、観光という観点から、その一例を示
した。インバウンダー向けの観光関連資料の作成
や観光資源の発掘などについて、2014年度から実
施しているので、実施結果（実施経過）や各年度の
課題及びその解決に向けた取り組みを示した。 
具体的には、2014 年度は韓国からのインバウン
ダー向け Web サイト、2015 年度はロシアからのイン
バウンダー向け観光ガイドの作成を行い、今年度
（2016 年度）は欧米からのインバウンダー向け観光
資源の発掘と観光コースの提案を行った。項目の
選択については、2014 年度が学生自らの体験から
だったのに対して 2015 年度は SNS の書き込みを
もとにして行い、今年度（2016 年度）は、書き込み
に加えて観光サイトなどの紹介文なども参考にして
選択を行った。一方で作成した物のインバウンダ
ーによる評価については、2014 年度、2015 年度と
もに行うことができなかったため課題となっていた
が、今年度（2016 年度）は学会発表を通じての参
加者や英語ネイティブの教員からの評価を得て、
作成した観光コースや紹介すべき観光資源などの
改善などを行うことができた。しかし一方で、実際に
日本に興味を持ち、訪れようとしているインバウン
ダーからの評価は得ることができなかった。今後、
インバウンダーからの評価をどのように得るべきか、
その方法について検討して行く予定である。 
以上のような授業を展開することによって、大学
時代に修得した語学力や多文化を理解する力な
どを学生自らのキャリアとして活かすことができるも
のと考える。 
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コースの提案を行い、学会で発表するなどして学
会参加者からの評価を得るよう努めた。また、作成
した観光コースに対して英語ネイティブの教員から
の評価を得るなどしたが、実際に日本を訪れようと
しているインバウンダーからの評価を得ることはで
きなかった。この点で、評価としては不十分である
と考えられるので、今後、インバウンダーから評価
を得る方法について検討する必要がある。 
３ まとめ 
本稿では、大学において学んだ語学や異文化
理解などの知識を今後のキャリアに活かすための
授業について、観光という観点から、その一例を示
した。インバウンダー向けの観光関連資料の作成
や観光資源の発掘などについて、2014年度から実
施しているので、実施結果（実施経過）や各年度の
課題及びその解決に向けた取り組みを示した。 
具体的には、2014 年度は韓国からのインバウン
ダー向け Web サイト、2015 年度はロシアからのイン
バウンダー向け観光ガイドの作成を行い、今年度
（2016 年度）は欧米からのインバウンダー向け観光
資源の発掘と観光コースの提案を行った。項目の
選択については、2014 年度が学生自らの体験から
だったのに対して 2015 年度は SNS の書き込みを
もとにして行い、今年度（2016 年度）は、書き込み
に加えて観光サイトなどの紹介文なども参考にして
選択を行った。一方で作成した物のインバウンダ
ーによる評価については、2014 年度、2015 年度と
もに行うことができなかったため課題となっていた
が、今年度（2016 年度）は学会発表を通じての参
加者や英語ネイティブの教員からの評価を得て、
作成した観光コースや紹介すべき観光資源などの
改善などを行うことができた。しかし一方で、実際に
日本に興味を持ち、訪れようとしているインバウン
ダーからの評価は得ることができなかった。今後、
インバウンダーからの評価をどのように得るべきか、
その方法について検討して行く予定である。 
以上のような授業を展開することによって、大学
時代に修得した語学力や多文化を理解する力な
どを学生自らのキャリアとして活かすことができるも
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